
‘tv-nJ
ヤ
A
V

F

キ
す
の
急
び
り
簿
ぁ-uv zw 



z
b札「均五二‘，

A
総
ヤ
』
、



議挙協が叶~=-~- \l.~ c(f.よPJV明。
近年、子どもは放課後や土日に、塾・習い事、スポーツクラブなどで忙しく、

時間に追われた生活をしています。空いている時間は、携帯ゲームやスマホなど、

個人で楽しむ遊びを行う子どちが増えています。また、公園の遊具が減り、 E求筏

禁1tという看板も目立ちます。その結果、公園に行っても誰ちいないので、異年

齢の集団で遊ぶことが非常に少なくなってきています。まして、自然の中で遊15¥

姿は男られなくなりました。

集団遊びは異年齢集団の中で五感を鍛え、人との関わり方など色々な経験がで

き、体力ち自然とつきます。昔は当たり前でレたが、集団で遊15¥仲間・空間・時

間〔二三間(さんまと読みます。))を大人が用意する必要のある社会になって

しまいました。 i当たり前が当たり前ではなくなっている社会」なのです。

「みんなで遊15Uをテーマに、集固遊びを通して、地域の子どもたちが巽年齢

集団での経験をたくさん種み、成長していけるように、大人は子どもたちの「遊

びサボーター」になり、音から行われている外遊び(中遊び〕や新しい外遊び〔中

遊び〉を『遊びのタネ・ネタ』として地域の子どもたちに紹介していきましょう。

『遊びのタネ・ネタ』を使って、地域の子どちだちと遊15¥'際に、ちし地域の大

人ち巻き込んだイベントとすることができれば、地域の人たちが一緒に楽しむこ

とで、顔の男える関係づくりができ、地域を活性化する一周となることでしょう。

地域を元気にする疋めのツールとして、ぜひ 『遊びのタネ・ネタ』を使ってくだ

さい。

掲載されている『遊びのタネ・ネタ』はきっかけにすぎません。今回の冊子を

読まれた遊びサボーターが、子どもたちの三閣(二仲間・空間・時聞)を確保し

ていただくことがスタートとなります。まずは、遊びサボーターの方から『遊び

のタネ・ネタ』を仕掛けて下さい。その後、子どもの考えに耳を傾け、子どもの

自由な発想を保証することで、子どもの「やってみだいJ i遊んでみたしりとい

う気持ちを膨らませて下さい。子どもの意見を取り入れ、 『遊びのタネ・ネタ』

を進化させ、最終凹には「子どもだちだけで遊んでいる風景」を地域で売ること

ができれば、子どもの健やかな育ちに繋がるひとつの方法となるでしょう。

今回作成した問子がI也I或で活動する多くの青少年支援指導者の方や青少年施

設職員、施設利用者に活用され、神奈川県全体に「集団遊び」の新たな展開を取

り入れるきっかけとなれば幸いです。

平成 25年度 神奈川県青少年指導者養成協議会専門部会委員一司
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※DVD映像のある 『遊びのタネ ・ネタ』にはタイトルの横に

マークがあります。
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同子の使い方について

~想いを力タチに~

「はじめにJでもお伝えしたとおり、今回の同子は、実際に子どもに関わって

いる、あるいはこれから関わろうとしていて、遊びサボーターを目指している人

たちを苅象に作成し疋ちのです。 I遊び」は子どもの「やってみたい」から始ま

ります。 I遊びの主役は子どちたちである」という意識で、この間子をお使い下

さい。最終的には「地域の子どもたちが自由に楽しく遊んでいる」ことをめざし

てます。今回の冊子は、それに向けてのきっかけ作りに使ってほしいちのです。

皆さんの過去の知識や経験を元に、子どもだちの自由な発想を引き出し、組み

合わせることで、地域の子どちも大人ち大いに笑い、楽しみながら遊んでみてく

ださい。

本冊子は巻の壱に屋外編、巻の弐に塵外・崖内どちらでちできる編、巻の参に

塵内編、巻の四に机上編の 『遊びのタネ・ネタ』を掲載しています。なお、 『遊

びのタネ・ネタ』をさらに分かりやすくするために、別添でDVD映像ち用意し
ました。併せてご覧いただき、地域を元気にするツールとして使っていただきた

いと思います。

※ 『遊びのタネ・ネタ』二集団遊びの方法

※遊びサボータ一二 『遊びのタネ・ネタ』を子どもたちに巴え、子どもたちが自

分たちで遊べるようにサポートする人(中高生のジュニア・リーダーや地域の

大人、青少年支援・指導者〉

『問子の内容〔二遊びのタネ・ネタ〉について』

1 苅象及び人数について

『遊びのタネ・ネタ』を楽しむ苅象年代や人数が書かれていますが、この年代

しかできない、この人数でしかできないというものではありません。子どちた

ちは、自分たちで工夫する力を持っています。子どもたちを主体的に活動させ

見守ることが大切です。

2 必要なちのについて

ここにはそれぞれの『遊びのタネ・ネタ』で最倍限、必要な物が書かれていま

す。準備する道具が書かれていることもあるし、遊 i5ï人の I~\t蓄えのようなこと

も書かれてあります。 Iこれがあると便利だな!J Iこれがあると面白いかち

レれない」など思いついたことがあれば、どんどん7フレンジを加えて下さい。
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3 基本ルールについて

『遊びのタネ・ネタ』を楽しむ上での約束事が書かれてあります。まずは、基

本ルールでやってみましょう。基本があるからこそ、発展があります。

4 ルールのパリ工ーションについて

ルールを加え、さらに遊びを楽 しむことや、異年齢集団や遊び慣れていない人

がいる時は、ルールを易しくしたり、減らすなどして、みんなで楽しむように

していくことも太切なことです。ここでは、ルールの追加や菱化を書いていま

す。

5 子どちからの遊びの提案について

この間子は「書き込み用」となっています。最も大切にしているのは、 「子ど

もの声に耳を傾ける」ことです。創造性豊かな子どもの意男に耳を傾け、忘れ

ないように5に記入し、新しい 『遊びのタネ・ ネタ』を地域でたくさん作って

ほしいものです。

以下、問子の使い方の 1例となります。

， 、
さん ま

ステッブ1 「三間」と醇ばれている 「空間(揚所〉 ・時間 ・仲間(子ども)J 

の確保、安全面の確認、i君を設定します。

ステッブ2 本冊子に基づき、集団遊びをやってみましょう。

ステッブ3 子どちの意男にEを傾け、 7フレンジ方法を考えましょう。

ステップ4 子ともの意男を活かし、子どもも大人ち一緒に楽しく遊びましょ う

0上手くいかなくてち、子どもたちのそれまでの過程を認めましょ う。

O認めた上で、そのi易でルール変更、アレンジをしてみまレょう。

ステップ5 ~ 遊びのタネ ・ネタ 』 シートに記録しておくと役立ちます。

女子ども達が自由に遊15i姿が男られるようになるといいですね! !食
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